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高
速
道
路
無
料
化
の
試
算
の
必
要
性
に
関
す
る
国
交
省
の
認
識
及
び
試
算
隠
し
の
実
態
に
関
す
る
質
問
主
意
書

私
は
、
平
成
十
六
年
四
月
九
日
の
国
土
交
通
委
員
会
に
お
い
て
、
石
原
伸
晃
国
土
交
通
大
臣
に
対
し
、
「
昨
年
（
平
成
十
五

年
三
月
七
日
）
の
国
土
交
通
委
員
会
に
お
い
て
、
高
速
道
路
を
無
料
化
し
た
場
合
の
試
算
を
国
土
交
通
省
で
行
っ
て
み
た
ら
ど

う
か
、
一
割
下
げ
た
ら
ど
う
、
二
割
下
げ
た
ら
ど
う
と
い
う
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
だ
け
で
は
な
く
て
、
十
割
下
げ
た
ら
ど
う
な

る
か
と
い
う
試
算
を
や
っ
て
み
る
べ
き
だ
と
。
（
中
略
）
あ
ら
ゆ
る
選
択
肢
を
、
国
民
の
、
納
税
者
の
目
線
に
立
っ
て
、
そ
う

い
う
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
ぐ
ら
い
、
シ
ン
ク
タ
ン
ク
に
で
も
依
頼
し
て
ち
ゃ
ん
と
や
ら
せ
る
べ
き
じ
ゃ
あ
り
ま
せ
ん
か
。
（
中

略
）
国
土
交
通
省
の
方
で
も
、
一
割
下
げ
た
ら
、
二
割
下
げ
た
ら
、
五
割
下
げ
た
ら
、
思
い
切
っ
て
十
割
下
げ
た
ら
ど
う
い
う

ふ
う
に
な
る
の
か
と
い
う
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
や
る
べ
き
だ
と
思
う
し
、
そ
の
た
め
の
時
間
や
出
費
を
惜
し
む
べ
き
で
は
な

い
と
私
は
思
い
ま
す
。
大
臣
の
御
答
弁
を
お
願
い
し
ま
す
。
」
と
質
問
し
た
。

右
委
員
会
質
問
や
、
私
が
こ
れ
迄
に
提
出
し
た
高
速
道
路
無
料
化
に
係
る
試
算
に
つ
い
て
の
質
問
主
意
書
及
び
答
弁
書
に
関

連
し
て
、
以
下
質
問
す
る
。

一

国
土
交
通
省
の
国
土
技
術
政
策
総
合
研
究
所
（
以
下
、
研
究
所
）
が
平
成
十
九
年
十
月
に
財
団
法
人
「
計
量
計
画
研
究

所
」
（
以
下
、
財
団
法
人
）
に
発
注
し
た
高
速
道
路
料
金
引
き
下
げ
に
伴
う
経
済
効
果
の
試
算
業
務
（
以
下
、
試
算
業
務
）

一



で
、
高
速
道
路
無
料
化
の
効
果
を
「
二
兆
六
七
〇
〇
億
円
」
と
推
計
す
る
結
果
（
以
下
、
無
料
化
推
計
結
果
）
が
出
て
い
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
研
究
所
が
国
交
省
に
提
出
し
た
報
告
書
か
ら
は
、
無
料
化
に
関
す
る
記
述
が
削
除
さ
れ
て
い
た
こ
と
が

昨
月
二
十
日
の
予
算
委
員
会
で
判
明
し
た
が
、
財
団
法
人
が
無
料
化
推
計
結
果
を
出
し
た
の
は
い
つ
か
。

ま
た
、
財
団
法
人
が
研
究
所
に
報
告
書
を
提
出
し
た
期
日
及
び
研
究
所
が
国
交
省
に
報
告
書
を
提
出
し
た
期
日
は
い
つ

か
。

二

試
算
業
務
に
要
し
た
費
用
は
い
く
ら
で
あ
っ
た
の
か
。

三

私
が
平
成
二
十
年
十
月
八
日
に
提
出
し
た
質
問
・
第
八
九
号
に
対
す
る
同
月
十
七
日
付
答
弁
書
の
「
国
土
交
通
省
に
お
い

て
は
、
お
尋
ね
の
「
一
部
ま
た
は
特
定
の
高
速
道
路
に
つ
き
無
料
化
し
た
場
合
の
経
済
効
果
の
試
算
」
及
び
「
無
料
化
に
か

か
わ
る
経
費
の
試
算
」
を
行
っ
た
こ
と
は
な
い
。
」
旨
の
記
述
は
誤
り
で
あ
っ
た
の
か
。

四

右
答
弁
書
に
お
い
て
、
「
道
路
整
備
特
別
措
置
法
（
昭
和
三
十
一
年
法
律
第
七
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
三
条
第

一
項
の
国
土
交
通
大
臣
の
許
可
を
受
け
て
新
設
さ
れ
、
又
は
改
築
さ
れ
た
高
速
道
路
（
高
速
道
路
株
式
会
社
法
（
平
成
十
六

年
法
律
第
九
十
九
号
）
第
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
高
速
道
路
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
料
金
の
額
を
変
更
し
よ
う
と
す

る
と
き
は
、
会
社
は
、
法
第
三
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
、
国
土
交
通
大
臣
の
許
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
さ

二



れ
て
お
り
、
お
尋
ね
の
「
料
金
引
き
下
げ
」
に
つ
い
て
は
、
会
社
に
お
い
て
具
体
的
に
検
討
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
と
認

識
し
て
い
る
。
」
旨
の
記
載
が
あ
る
が
、
試
算
業
務
の
発
注
は
会
社
に
お
け
る
具
体
的
検
討
を
経
て
、
国
交
省
を
経
由
し
て

な
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
の
か
。

右
質
問
す
る
。

三


